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ちょっと立ち止まって 心が豊かになるひとときを・・・ 

本校に来て驚いたことの一つが、校舎のあちらこち 

らにたくさんの絵画や書が展示されてあることです。 

外国の有名な画家の絵画（多分複製でしょうが･･･） 

から国内や地元の作家の絵画（これは本物ですね！）、 

また県内の著名な書家の書（書かれてある言葉がまた 

どれもいいのです）等々、実にさまざまです。これ 

までに、その時々の PTAや地域の方々、旧職員の 

方が子供たちのために、学校のためにと寄贈してく７ 

ださったようです。ありがたいことですね。 

 こうした上質な絵画や書を日常的に繰り返し目に 

することで、子供も大人も感性が育まれ、心が豊か 

になるような気がします。 

 個人的にはこのところ出張や会合が多く、バタバ 

タとしていましたが、時には校舎内のこうした作品 

に目をとめ、心を落ち着かせたいと思っています。 

★音楽科の授業研究を進めていきます  
 今年度から２年間、本校は富山県小学校教育研究会の音楽科の研究推進校（県東部で１校）となり、授業

研究に取り組んでいくことになりました。 

絵画や書と同様に音楽もまた、私たちの情操を豊かにし生活に潤いをもたらしてくれるものです。音楽科

の授業となると、知識・理解の部分や表現の技能といった内容がどうしても外せませんが、それでも、自分

たちの生活をとりまくさまざまな音楽に心豊かに関わっていく子供たちを育てていけたらと思います。 

 学校の中でただ一つ、「楽
・

しい」という文字が入っている教科なのですから･･･。 

 

自分たちの学校生活を自分たちでつくる子供たちに 

 新年度になって２週間。病気や諸事情で当初欠席していた子たちも徐々に 

登校を再開し、20日（水）にはついに全校欠席ゼロが達成できました。全 

校の荻っ子たちが一人残らず学校に集合してくれるのは嬉しいものですね。 

年度の初めらしく、どの学年・学級も「や・か・た」を意識し、自分たち 

に合った具体的な目当てを立てて前向きに過ごしているのが何よりです。 

 あおぞら級の教室の後方には、太陽や花のようなカラフルな８つの絵が貼 

られていました。なるほど！新学期早々に教室を回ったときに、一人一人が 

絵を描いていたことを思い出しました（カメラの中に写真データが残っていま 

した。写真を撮っておいてよかったです）。「えがおいっぱい」の合い言葉に 

ぴったりで、見るだけで元気になれそうです。あおぞら級は今年度 8人という 

大人数でスタートしました。この 1年間を笑顔い 

っぱいで過ごしてくれることを祈っています。 

  一方、５・６年生による委員会活動も本格的にスタートしました。児童玄

関前の黒板には、各委員会からのお知らせや呼びかけが書かれ始めました。 

学校生活の主役は子供です。「こんな学校になればいいな」「こんなふう

に毎日を過ごしたい」といった願いをもち、自分たちの学校生活を自分たち

でつくり出そうとする、そんな子供たちへと育っていくことを願っています。  
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4/19(火) 全国学力・学習状況調査がありました 
毎年恒例の全国調査ですが、今年度は国・算に理も加わった 3教科で、そのほか 

学習習慣等を答える個人質問紙も合わせると午前中いっぱいかかる大変な調査でし 

た。初めての経験で 6年生の子供たちも大変だったと思いますが、根気強く最後ま 

で取り組んでいたようです。問題の内容や出題のねらいは翌 20 

日（水）の新聞等に載っていましたので、保護者の方ももうご覧 

になったことでしょう。正式な結果の発表については夏休み頃になる予定です。 

         さて余談ですが、この調査の時間、私はひまわり級の 2年生の子とずっといっしょに

いました。担任の塩田先生が 6年生の調査に付きっきりだったからです。別室で読書を

したり、タブレット端末を使って学習したりするのに付き合いましたが、楽しかったです

よ。2年生でも、自分の好きな学習内容ならばかなり長い時間を夢中になって過ごせるこ

とが分かりました。子供の集中力はすごいです。 
 
シリーズ「教室におじゃまします」 4／18（月）３年 体育科の巻 
 この日は天気がよく、50m走のタイムを計ることになりました。取材の 

ついでに、私はスタートの合図を出す係を受け持つことにしました。 

担任の岡本真理子先生は、元気印（やんちゃ印）全開の子供たち（23人 

中男子が 16人！）をほめたり注意したり、上手に気持ちを引きつけながら 

授業を進めていきます。「速く走るためにはどういうところに気をつければ 

いいかな」との先生からの問いに、子供たちから ①手を大きく振る ②足 

を大きく動かす（ももを上げる） ③まっすぐ前を見る の 3つのポイント 

が出てきました。なるほど、子供たちはよく分かっているようですね。 

 その後、準備運動をしてからスタート地点に移動し、まずはスキップ走、 

そしてスタートダッシュと、何本か練習をしました。先ほどの３つのポイ 

ントを意識しながら、どの子も楽しそうに思い切り体を動かして練習して 

いました。体育の好きな子供たちです。 

 次はいよいよ本番。50ｍ走の記録をとります。私はスタート地点で旗を 

振りながら「よーい、ドン」の担当、岡本先生はゴール地点での計測です。 

走り終わった子は、後から走り込んでくる子を皆で応援していました。 

なかよく元気よく、ほほえましく感じました。「今回のタイムがみんなの 

1回目の記録だよ。これからどれだけこのタイムを縮めていけるかだね」との先生の言葉に反応して「よっ

しゃー！」と叫ぶ子もいました。 

 残りの時間はグラウンドにロープで 

くねくねコ 

ースを作り、 

順番に走り 

ました。こ 

れもなかな 

か楽しそう 

でした。 


